
☆教育目標「自己を拓き、共に生きる、健康で品性の高い子ども」

○自分から学びます ○共に磨きます ○互いに鍛えます

【スローガン】キラキラとひとみが輝く二小の子ども

震災を経験した本県は、人の心の温かさや復興に向けて力強く歩む気持ちの尊さを多くの人が感じて

きたはずです。震災の重さだけでなく、本県ならではのそのような思いが震災を知らない世代にも伝わ

り、これからの希望につながっていけば嬉しいものです。

本校では、東日本大震災と東京電力福島第一原発事

故を後世に伝える絵本『きぼうのとり』の読み聞かせ

をしていただく機会に恵まれました。１１月２４日

（水）、この絵本を手がけた「みず文庫」の編集・ラ

イターの江藤純さん、イラストレーター・コーディネ

ーターのよしもとみかさんが来校し、全校児童を対象

に読み聞かせをしてくださいました。

東日本大震災の現実を知ったり、３人の登場人物が

離れ離れになっても力強く生きていった姿に共感した

りしながら、子どもたちがどんどん真剣な表情に変わ

っていく様子が印象的でした。

読み聞かせの後、中村教諭による全校道徳の授業を行いました。

まずは、個人で感想用紙にまとめ、それをもとに学年で話し合いました。助け合う大切さや普段から

の備えの重要性、命・家族・友達を大切にすることなど、一人一人が真剣に感じ考えることができてい

ました。

次に、各学年で模造紙にまとめたことを代表児童が発表する時間を設けました。着眼点や考え方は発

達段階によって、また、生活経験によって多様なものであり、それぞれの学年から発表される意見がと

ても興味深く、子どもたちは頷きながらしっかり聞いていました。そして、キーワードをもとに中村教

諭が子どもたちに問い返すことで、さらに自分の考えを見つめ直した発言がたくさん出てきました。話

し合いの様子を見守った江藤さんやよしもとさんからは、子どもたちの意見のすばらしさを称賛すると

ともに、「『きぼうのとり』という題名の意味まで考えて発表したお子さんたちは初めて見ました」とい

う言葉をいただきました。

こうして全員で集まって学ぶことができるのが二小のよさであり、防災のことはもちろん、自己の生

き方について考えるとてもよい機会となりました。
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磐梯町ふるさと納税サイトの特設ページにて
磐梯町ふるさと納税サイトにおいて、感謝と寄付金活用事業を報告する特設ページ「えんむすび」が

完成したとのことです。

その中で、本校３，４年生の様子が動画等で紹介されています。

二小の特色であるICTを活用した授業の様子です。これまで授業に

おいて意見交流の場面で付箋と模造紙を活用することがありました

が、Jamboadというアプリを使うことによりiPad上でそれができ

ます。これから広く使われるようになることが予想される学習方法

であり、高速大容量のネットワーク回線を整備していただいたから

こそ実践できたこととして紹介させていただきました。ぜひ一度ご

覧いただければと思います。

URLとQRコードは以下のものとなりますが、本校ホームページにも

リンクがありますので、ご活用ください。

URL https://aizubandai.jp/lp/enmusubi QRコード

iPad持ち帰りの現状について
現在、iPadの持ち帰りは、学年ごと必要に応じて実施しています。それぞれ「目的」と「ルール」を

明確にするようにしており、最近は学習支援ソフトeライブラリで家庭学習をしたり、Yomokka!で読書

したりということが主な目的となっています。特に、eライブラリは楽しみながら家庭学習ができ、意

欲的に進めているお子さんが多いようです。今後、フィルタリング機能で動画閲覧サイトを制限したり、

使用できる時間帯を設定したりするなどしながら、よりよい活用方法を探っていきます。

ちょっといい話 10
校内マラソン記録会に向けてそれぞれが目標タイムを設定し、練習に励んできました。本校の周回コ

ースは伝統があり、歴代の先輩たちがつくった校内記録の更新を目標にがんばってきたお子さんも多く

いました。

大会当日、１年男子の部では二つの校内新記録が誕生しました。

まず１位だったＩ．Ｓくんが校内新記録樹立者として名前が呼ば

れ、とても嬉しそうな表情をしていました。その後２位のＳ．Ｓ

くんの名前も呼ばれました。すると、Ｉ．Ｓくんが自分が呼ばれ

た時より大きな声で「やった！」と叫んだのです。

友達も同時に校内新記録だったことをこんなに喜べるというの

は、素直さや優しさはもちろんのこと、この記録会にかけてきた

本気さ、そして、ライバルとして高め合ってきた二人の関係性の

よさがあったからこそだと思います。

閉会式で正面から見ていて、なんて素敵な子どもたちのいる学校なのだろうと、心が温かくなりまし

た。

１２月のおもな予定とめあて

〈12月のおもな予定〉 〈12月のめあて〉
１日（水）読み聞かせ１・２年 ◎ 二学期のまとめをしよう

６日（月）全校朝会 議会見学（６年） ○「あいさつ・そろえる・話を聞く」をふり

１０日（金）校外学習（２年：駅、公園） かえろう。

１６日（木）書写外部講師招聘授業 ○ 苦手な学習に力を入れよう。

１７日（金）校外学習（５年：コミュタン） 〇 学校をきれいにしよう。

２１日（火）愛校活動

２３日（木）第２学期終業式

https://aizubandai.jp/lp/enmusubi

